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★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

―１―

支
え
る

大

阪

府

重

症

心

身

障

害

児

・

者

を

支

え

る

会

全

国

重

症

心

身

障

害

児

者

を

守

る

会

大

阪

支

部

守る会三原則

こ
の
度
、
大
阪
市
に
お
い
て
初
め
て
と
な
る
重
症
心
身
障

害
児
施
設
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
会
の
分

会
で
あ
る
大
阪
市
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会
（
寺

岡
冨
子
会
長
）
が
中
心
と
な
り
大
阪
市
に
対
し
て
長
年
に
わ

た
り
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
形
に
な
っ

て
私
た
ち
の
前
に
姿
を
現
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

従
前
よ
り
、
多
く
の
方
々
の
ご
要
望
を
受
け
て
大
阪
市
に

お
願
い
を
し
て
、
平
成
８
年
に
重
症
心
身
障
害
者
の
通
所
施

設｢
四
天
王
寺
さ
ん
め
い
苑｣

を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
親
の
高
齢
化
、
或
い
は
障
害
の
重
症
化
等
に
よ
り
医
療

ケ
ア
が
必
要
な
方
の
利
用
で
き
る
入
所
機
能
を
持
つ
施
設
の

必
要
性
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
10
年
度
、

11
年
度
に
か
け
て
大
阪
市
（
行
政
）
並
び
に
当
事
者
団
体
、

学
識
経
験
者
等
に
よ
る｢

重
症
心
身
障
害
者
援
護
施
設
の
あ

り
方
検
討
委
員
会｣

（
大
浦
敏
明
委
員
長
）
が
設
置
さ
れ
、

今
後
の
地
域
に
お
け
る
重
症
心
身
障
害
児
者
の
生
活
支
援
の

方
向
性
や
支
援
の
た
め
の
施
策
、
と
り
わ
け
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
方
へ
の
支
援
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
、

｢

重
症
心
身
障
害
者
援
護
施
設
の
あ
り
方｣
と
い
う
形
で
提
言

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
12
年
度
に
は
、
内
容
を
よ
り
具
体

的
な
も
の
に
し
、｢

あ
り
方｣

検
討
の
中
で
よ
り
大
き
な
目
標

で
あ
る
「
生
活
感
の
あ
る
入
所
機
能
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

に
つ
い
て
具
体
の
も
の
と
す
る
べ
く
、
「
整
備
構
想
策
定
部

会｣

を
設
け
、
様
々
な
角
度
で
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
入
所

機
能
の
み
な
ら
ず｢

本
人
支
援｣

｢

家
族
支
援｣

な
ど
地
域
生
活

を
支
援
す
る
た
め
の
多
様
な
機
能
を
持
つ
施
設
と
し
て
、
ま

た
、
重
症
児
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
の
中
で
生
活
主
体
者
と

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
街
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
拠
点
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
提
言
し
ま
し
た
。

今
日
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
障
壁
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
よ
う
や
く
皆
様
に
ご
報
告
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
多
く
の
問
題
が
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

事
業
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
社
会
福
祉
法
人
愛
徳
福
祉

会
（
梶
浦
一
郎
理
事
長
）
と
と
も
に
重
症
心
身
障
害
児
者
の

福
祉
の
向
上
に
向
け
て
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
医
療
的
な
ケ
ア
が
必
要
な

方
に
と
っ
て
は
、
今
日
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
も
ま
ま
な
ら
な

い
状
況
の
中
、
今
回
の
計
画
で
は
20
名
の
枠
を
予
定
し
て
お

り
、
地
域
で
の
生
活
支
援
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
も
ら
え

る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
目
標
と
コ
ン
セ
プ
ト
が
容
易
に
達
成

さ
れ
る
も
の
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
取
り
組
む
勇
気

に
心
か
ら
賞
賛
を
贈
る
と
と
も
に
、

私
た
ち
も
微
力
な
が
ら
、
多
く
の

方
々
の
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
積

極
的
に
様
々
な
形
で
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
専
門
部
会
議
開
催

去
る
九
月
四
日
（
土
）
神
戸
市
立
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
４
専
門
部
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
在
宅
部
会
」
報
告

成
田

憲
子

在
宅
部
会
で
は
支
援
費
制
度
が
導
入
さ
れ
て
一
年
半
が
経
ち
、

重
症
心
身
障
害
児
者
が
ど
の
様
に
支
援
費
を
利
用
さ
れ
て
い
る

か
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
先
立
っ
て
当
大
阪
支
部
で
は
府
下
の
自
治
体
の
重
症

児
者
の
支
援
費
支
給
量
、
利
用
実
績
を
調
査
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
域
格
差
が
大
き
い
こ
と
や
、
重
症
児
者
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
無
い
こ
と
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
家
庭
環
境
等
の
要
素

か
ら
上
限
を
定
め
て
い
な
い
と
い
う
事
情
に
よ
り
平
均
数
値
を

出
す
の
は
困
難
な
こ
と
だ
と
改
め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

沢
山
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
数
字

は
出
ま
し
た
が
、
そ
の
平
均
値
か
ら
見
え
て
こ
な
い
重
症
心
身

障
害
児
者
の
利
用
実
態
が
あ
り
ま
す
。

医
療
的
ケ
ア
の
あ
る
方
、
又
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
重
い

障
害
者
は
、
利
用
ニ
ー
ズ
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
支
援
費
を

ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
態
に
あ
り
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
施
設
は
慢
性
的
に
不
足
し
て
お
り
、
特
に

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
が
利
用
出
来
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
又
、
在
宅
生
活
支
援
の
柱
で
あ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
も
、
重
症
心
身
障
害
児
者
に
ふ
さ
わ
し
い
援
助
の

で
き
る
ヘ
ル
パ
ー
が
養
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
十
分
に
利
用

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の
調
査
や
会
議
で
は
各
々
の
地
域
が

問
題
を
抱
え
て
お
り
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
て
い
な

い
現
状
が
悲
し
く
も
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

大
阪
支
部
で
は
こ
の
度
「
支
援
費
実
態
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

本
部
で
も
調
査
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

「
重
症
児
施
設
部
会
」
報
告

津
垣

良
隆

今
回
の
議
題
は
、
次
の
２
項
目
で
し
た
。

１
．
「
守
る
会
」
へ
の
会
員
の
増
強
に
つ
い
て

入
会
率
を
高
め
る
方
法
、
守
る
会
活
動
へ
の
動
員
率
の
向

上
の
方
策
等
、
各
施
設
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

２
．
事
故
対
策
と
防
止
対
策
に
つ
い
て

各
施
設
に
お
い
て
も
大
な
り
小
な
り
の
事
故
は
あ
り
ま
す
。

各
施
設
に
お
け
る
事
故
防
止
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

情
報
交
換

１
．
守
る
会
へ
会
員
の
増
強
に
つ
い
て

全
国
の
重
症
心
身
障
害
児
者
は
、
三
万
七
千
人
で
そ
の
内
施

設
入
所
者
が
約
一
万
人
、
守
る
会
に
入
っ
て
い
る
家
族
は
、
約

一
万
二
千
人
で
あ
る
。
こ
の
数
値
は
、
他
の
団
体
に
比
べ
て
非

常
に
少
な
い
。
身
体
障
害
者
等
の
団
体
は
、
三
十
万
人
～
四
十

万
人
と
聞
い
て
い
る
。

現
在
の
各
施
設
に
お
け
る
守
る
会
へ
の
加
入
状
況
を
報
告

さ
れ
た
。

施
設
入
所
と
同
時
に
、
家
族
会
（
保
護
者
会
）
と
守
る
会
に
入

会
を
義
務
付
け
て
い
る
家
族
会
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
施

設
も
守
る
会
に
全
員
入
会
は
し
て
い
な
い
。

特
に
若
い
家
族
の
方
々
は
、
守
る
会
入
会
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
多
い
。

「
両
親
の
集
い
」
を
お
送
り
し
て
も
読
ん
で
く
れ
な
い
。
メ
リ
ッ

ト
は
、
自
分
達
で
作
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
理
解
し

て
く
れ
な
い
。

２
．
事
故
対
策
と
防
止
対
策
に
つ
い
て

各
施
設
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
状
況
説
明
が
あ
っ
た
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
、
有
る
施
設
と
無
い
施
設
が
あ
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
提

示
を
要
求
し
て
も
家
族
会
に
提
示
し
な
い
施
設
の
方
が
多
か
っ

た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
家
族
の
会
で
入
手
し
て
、
職
員
が
周
知
徹

底
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
等
の
意

見
交
換
が
さ
れ
た
。

施
設
内
で
多
い
事
故
は
、
ベ
ッ
ド
か
ら
の
転
落
で
そ
の
他
、

医
療
ミ
ス
、
投
薬
ミ
ス
、
誤
え
ん
、
点
滴
ミ
ス
、
骨
折
、
打
撲

等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

緊
急
時
対
策
と
し
て
、
停
電
、
火
災
等
に
つ
い
て
も
報
告
さ

れ
た
。

「
動
く
重
症
児
部
会
」
報
告

中
谷

弘
子

各
支
部
の
実
態
は
？

１
．
動
く
重
症
児
の
現
状

２
．
強
度
行
動
障
害
へ
の
対
応

３
．
動
く
重
症
児
と
強
度
行
動
障
害
に
つ
い
て
の
各
自
治
体
の

将
来
構
想
（
こ
れ
か
ら
の
施
策
）

全
体
把
握
が
で
き
て
い
る
支
部
と
、
そ
う
で
な
い
支
部
も
あ

り
、
ば
ら
つ
き
も
あ
り
ま
す
が
以
下
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

◎
動
く
重
症
児
は
重
症
児
施
設
で
10
～
30
%
位
措
置
さ
れ
て
い

る
。
適
切
な
処
遇
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
療
育
環
境
が
保
障

さ
れ
て
い
る
か
、
な
ど
問
題
点
に
つ
い
て
、
各
支
部
共
、
今

後
し
っ
か
り
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

◎
障
害
を
理
解
し
、
対
応
が
適
切
に
で
き
る
よ
う
勉
強
す
る
必

要
が
あ
る
。

◎
動
く
重
症
児
と
強
度
行
動
障
害
に
つ
い
て
の
施
策
は
ま
だ
ま

だ
不
充
分
で
あ
る
。
（
地
域
生
活
を
す
る
上
で
の
体
制
整
備

の
必
要
性
）

大
阪
支
部
か
ら
は
、
在
宅
を
中
心
に
次
の
様
な
提
案
を
し
ま
し
た
。

●
一
貫
し
た
療
育
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
国
レ
ベ
ル
で
検
討
・
整
備

早
期
診
断
・
早
期
療
育
の
必
要
性
（
行
動
障
害
の
予
防
）

●
地
域
生
活
で
の
体
制
整
備

（
日
中
活
動
の
場
の
確
保
）

（
地
域
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
・
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
）

（
ケ
ア
付
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
（
ヘ
ル
パ
ー
の
専
門
性
）

●
入
所
施
設
の
役
割
（
専
門
性
）

強
度
行
動
障
害
・
重
症
心
身
障
害
へ
の
支
援

●
強
度
行
動
障
害
支
援
事
業
に
つ
い
て

（
第
三
者
評
価
シ
ス
テ
ム
）
（
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
）

（
難
治
例
の
支
援
方
法
）

支
援
費
制
度
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
個
別
の
支
援
計
画
・
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
必
要
性

●
自
閉
症
・
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
り
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１０倍希釈で
約 １ リットル当た
り３００円と驚きの
お値段！ バイオの
力で安全に除菌・
消臭！

除菌・消臭剤
家庭での介護で衛生や臭いは非常に気になるものです。

しかも、安全性は重要なポイントです。現在、支える会では乳酸菌

や酵母菌を主体とした除菌・消臭剤を取り扱っています。効果はモ

ニター等をお願いする形でアンケートをとり、良い反響がありまし

たので取り扱うことにしました。

御入用の方及び詳細は事務局までお問い合わせください。

■品名：エコ ウ ィン２ １
■金額：３，０００円（１ リットルを → 約１ ０ 倍 〈約１ ０ リットル〉

に希釈して使用

■スプレー容器 ＝２５０円（目盛付）

―３―

社会福祉法人 かすみ会（かいぜ療）主催

「強度行動障害療育セミナー」のお知らせ

◆テーマ：「強度行動障害療育の到達点」

◆日 時：平成16年11月28日（日）午前9時～午後4時40分

◆会 場：立命館大学びわこ・くさつキャンパス

プリズムホール

【お問い合わせ・お申し込み先】

〒521-1121 滋賀県彦根市海瀬町255 かいぜ寮

セミナー事務局

担 当： 守時 ・石川

TEL(0749)43-6111 FAX(0749)43-4111

地球にやさしいエコロジー

商品です。 有用

微生物は 病んだ

地球環境 を直す

手助けを してくれ

ます。私達 の味方

です。

事例報告１ おしまコロニー（第二おしま学園） 北海道

事例報告２ 弘済学園 神奈川県

事例報告３ 旭川荘（いずみ寮） 岡山県

事例報告４ かいぜ寮 滋賀県

パネルディスカッション

パネラー： 中島 洋子（旭川荘療育センター児童院）

三島 卓穂（弘済学園）

寺尾 孝士（おしまコロニー星が丘寮）

石川 肇（かいぜ寮）

司 会： 岡田 眞子（かいぜ寮）

◆セミナー内容

◆テーマ：「重症心身障害児者の地域生活支援」

■講 師：清水 明彦氏〔１３：３０～１５：００〕

（西宮市社会福祉協議会 のまネット西宮 センター長）

梶浦 一郎氏〔１５：１５～１６：３０〕

（社会福祉法人愛徳福祉会 理事長）
◆日 時：平成１６年１１月１日（月)

１３：３０～１６：４５(受付１３：００～）
◆場 所：大阪国際交流センター（大阪市天王寺区上本町８－２－６）

◆主 催：社会福祉法人 愛徳福祉会

大阪市重症心身障害児・者を支える会

全国重症心身障害児(者)を守る会 近畿ブロック
◎参加費：無 料

◎問合せ先：支える会事務局

TEL.06－6624－2555 FAX.06－6624－2565

重症心身障害児者の地域生活支援に関する講演会「
大
阪
府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

い
ぶ
き
寮
」
見
学

津

垣

良

隆

大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
者
を
支
え
る
会
・
鈴
木
会
長
他
七
名

が
、
八
月
二
十
四
日
（
火
）
に
「
大
阪
府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
い
ぶ
き
寮
（
泉
南
市
馬
場
）
」
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
い
ぶ
き
寮
は
、
平
成
十
五
年
一
月
に
強
度
行
動
障
害
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
同
年
三
月
に

は
強
度
行
動
障
害
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
試
行
、
四
月
か
ら
は
本
格

的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
．
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
概
要

設
置
・
経
営
主
体
…
大
阪
府

敷
地
面
積
…
１
４
５
，
８
６
２
㎡
（
甲
子
園
球
場
の
３
・
７
倍
）

建
物
面
積
…
１
７
，
４
３
９
㎡

セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
者
の
た
め
の
総
合
福
祉
施
設
で
す
。

知
的
障
害
者
福
祉
法
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
７
つ
の
寮
か
ら
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
に
基
づ
い
て
障
害
者
を
援
助
す
る
と
と
も

に
、
社
会
自
立
へ
向
け
て
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

２
．
い
ぶ
き
寮
に
つ
い
て

(1)
施
設
の
目
的

い
ぶ
き
寮
は
、
18
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
を
入
所
さ
せ
て
、
こ

れ
を
保
護
す
る
と
と
も
に
そ
の
更
生
に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

(2)
定

員
…
50
名

(3)
利
用
者
の
構
成
年
齢

男
子
34
名

20
歳
～
39
歳

平
均
年
齢
…
30
・
９
歳

女
子
16
名

26
歳
～
42
歳

平
均
年
齢
…
32
・
７
歳

(4)
職
員
構
成

寮
長
…
１
名

援
助
職
員
…
42
名

看
護
師
…
２
名

計
45
名

(5)
援
助
組
織

・
生
活
面
…
男
子
東
グ
ル
ー
プ
（
17
名
）

男
子
西
グ
ル
ー
プ
（
17
名
）

女
子

グ
ル
ー
プ
（
16
名
）
に
分
け
て
い
る
。

・
作
業
・
療
育
活
動
面

作
業
…
紙
管
作
業
グ
ル
ー
プ
、
紙
す
き
グ
ル
ー
プ

療
育
…
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
散
歩
）
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
・
動
作
法
、

強
度
行
動
障
害
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

３
．
い
ぶ
き
寮
の
特
徴

(1)
小
集
団
で
過
ご
せ
る
建
物
構
造
と
配
置

・
男
子
17
名
×
２
棟
、
女
子
16
名
１
棟
体
制
の
建
物
構
成

・
飛
び
出
し
事
故
防
止
の
た
め
に
、
周
囲
を
建
物
と
フ
ェ
ン
ス
で

囲
っ
て
い
る
。

(2)
心
身
面
の
安
定
を
図
る
た
め
の
整
備

・
居
室
構
成
を
２
人
部
屋
中
心
と
し
、
個
室
も
各
棟
に
複
数
確
保

し
て
い
る
。

・
冷
暖
房
を
完
備
し
て
快
適
な
生
活
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。

(3)
わ
か
り
や
す
い
生
活
環
境

・
利
用
者
の
不
安
や
混
乱
が
少
し
で
も
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
、
小

集
団
で
の
生
活
と
わ
か
り
や
す
い
シ
ン
プ
ル
な
日
課
を
援
助
の

基
本
と
し
て
い
る
。

(4)
強
度
行
動
障
害
へ
の
対
応

・
行
動
特
性
の
理
解
に
努
め
、
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
る
。

・
正
確
な
評
価
と
そ
れ
を
も
と
に
し
た
個
別
支
援
計
画
を
進
め
て

い
る
。

４
．
利
用
者
の
状
況

(1)
年

齢

・
平
均
年
齢
は
31
・
４
歳
で
あ
る
。
（
平
成
十
六
年
四
月
一
日
現

在
）
。
寮
開
設
当
初
の
平
均
年
齢
は
25
・
３
歳
で
あ
り
、
利
用

者
の
滞
留
化
に
よ
る
平
均
年
齢
の
上
昇
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

(2)
知
的
障
害

・
在
籍
者
50
名
全
員
が
、
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
判
定
。

・
在
籍
者
の
６
割
が
「
測
定
不
能
」
と
な
っ
て
い
る
。

・
身
体
障
害
の
判
定
を
重
複
し
て
い
る
者
は
８
名
。

・
児
童
相
談
所
や
知
的
障
害

者
更
正
相
談
所
等
で
「
自

閉
性
障
害
」
の
診
断
あ
る

い
は
、
「
自
閉
的
傾
向
」

が
あ
る
と
い
う
診
断
の
あ
っ

た
ケ
ー
ス
は
約
３
分
の
１
。

５
．

行
動
障
害
の
状
態

い
ぶ
き
寮
の
利
用
者
の

「
強
度
行
動
障
害
得
点
調
査
」

は
過
去
４
回
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
平
成
十
四
年
度

の
調
査
で
は
、
10
点
以
上

の

利

用

者

は

在

籍

者

50
名
中
23
名
に
及
ん
だ
。

◎
い
ぶ
き
寮
の
利
用
者
に
見
ら
れ
る
行
動
上
の
問
題

(1)
自

傷

顔
や
頭
を
繰
り
返
し
叩
く
、
柱
に
頭
を
ぶ
つ
け
る
、
腕
を
噛
ん

だ
り
、
ひ
っ
か
い
た
り
す
る
、
爪
を
全
部
は
が
す
、
高
い
と
こ

ろ
か
ら
落
ち
て
喉
頭
部
を
強
打
す
る
…
。

(2)
他

傷

噛
み
つ
い
た
り
、
け
っ
た
り
、
叩
い
た
り
、
押
し
倒
し
た
り
、

髪
の
毛
を
引
っ
張
る
。

(3)
こ
だ
わ
り

特
定
の
物
や
場
面
、
人
な
ど
に
固
執
し
、
同
じ
行
為
・
動
作
を

繰
り
返
す
利
用
者
が
い
る
。

(4)
物
壊
し

ガ
ラ
ス
、
家
具
、
テ
レ
ビ
、
食
器
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
身
近
な
物

を
壊
し
て
し
ま
う
。

衣
類
破
り
や
布
団
破
り
を
繰
り
返
す
利
用
者
も
い
る
。

(5)
食
事
関
係
の
障
害

異
食
、
偏
食
、
拒
食
、
反
す
う
、
嘔
吐
を
繰
り
返
す
。

(6)
パ
ニ
ッ
ク

さ
さ
い
な
こ
と
か
ら
急
激
に
興
奮
し
て
パ
ニ
ッ
ク
状
態
を
示
す

利
用
者
が
い
る
。

(7)
睡
眠
障
害

不
眠
、
起
き
だ
し
、
浅
い
睡
眠
、
寝
付
き
の
悪
さ

(8)
排
泄
行
動
の
障
害

便
の
壁
塗
り
、
便
食
い
、
便
い
じ
り
、
小
便
飲
み

(9)
騒
が
し
さ

奇
声
、
う
な
り
、
大
声

６
．
援
助
方
法

(1)
行
動
障
害
へ
の
対
応
の
仕
方

①
利
用
者
の
全
体
像
・
障
害
の
特
性
を
理
解
す
る
。

・
肯
定
的
に
、
好
意
的
に
分
析
す
る
。

②
行
動
観
察
と
要
因
・
背
景
を
分
析
す
る
。

・
表
れ
る
行
動
に
の
み
目
を
向
け
な
い
。

・
行
動
は
、
利
用
者
自
身
が
せ
ざ
る
を
得
な
い
追
い
込
ま
れ
た

心
理
状
態
に
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
見
極
め
る
。

③
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
合
わ
せ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。

・
行
動
障
害
の
現
れ
方
は
様
々
で
あ
る
。

(2)
援
助
の
視
点
（
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
）

①
健
康
の
維
持
、
生
理
的
安
定
を
図
る
。

・
痛
み
や
不
快
を
言
語
で
訴
え
る
こ
と
の
苦
手
な
利
用
者
に
と
っ
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て
は
、
体
調
の
変
化
や
病
気
等
の
配
慮
が
必
要
。

・
睡
眠
の
乱
れ
や
食
欲
不
振
、
便
秘
な
ど
生
理
的
に
不
安
定
だ

と
行
動
障
害
も
起
こ
し
や
す
い
の
で
注
意
。

②
生
活
環
境
の
整
備
（
わ
か
り
や
す
い
生
活
環
境
・
安
心
出
来
る

対
人
関
係
）

・
安
定
し
た
小
集
団
、
個
別
対
応
の
準
備
（
利
用
者
の
居
場
所

の
確
保
）

・
構
造
化
（
生
活
環
境
や
周
囲
の
か
か
わ
り
方
を
わ
か
り
や
す

く
整
え
る
こ
と
）

・
利
用
者
が
状
況
・
場
面
の
意
味
を
理
解
で
き
ず
混
乱
し
て
い

る
場
合
、
理
解
で
き
る
方
法
で
伝
え
る
。

・
絵
、
文
字
カ
ー
ド
、
写
真
、
実
物
等
の
提
示
が
有
効
。

・
援
助
を
図
る
際
に
は
利
用
者
の
混
乱
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
援

助
者
は
常
に
統
一
し
た
対
応
が
必
要

③
人
と
の
か
か
わ
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
援
助

・
利
用
者
は
生
育
環
境
の
中
で
、
不
適
切
な
表
現
方
法
が
強
め

ら
れ
て
い
る
。
周
囲
の
人
に
わ
か
り
や
す
い
表
現
手
段
に
転

化
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

・
個
別
・
受
容
的
な
関
わ
り
を
通
し
て
、
利
用
者
と
の
意
思
交

換
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
。

７
．
見
学
の
感
想

静
か
な
公
園
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
に
、
７
つ
の
寮
が
、
点
在

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
の
「
い
ぶ
き
寮
」
は
、
身
辺
処
理
や
意

思
の
伝
達
が
難
し
い
人
や
、
行
動
障
害
を
伴
い
生
活
上
の
適
応
が

困
難
な
人
達
が
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

玄
関
入
口
を
入
っ
て
す
ぐ
右
側
に
女
子
棟
（
16
人
）
が
あ
り
ま

し
た
。
数
人
の
方
々
が
、
デ
イ
ル
ー
ム
で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
私
達
に
近
付
い
て
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
方

も
お
ら
れ
ま
し
た
。
女
子
棟
と
男
子
棟
は
、
大
き
な
中
庭
を
は
さ

ん
で
対
面
し
て
い
ま
し
た
。

男
子
棟
は
、
東
グ
ル
ー
プ
（
17
人
）
と
西
グ
ル
ー
プ
（
17
人
）

に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

大
勢
で
入
る
と
、
入
所
者
が
興
奮
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
東

グ
ル
ー
プ
に
４
人
ず
つ
交
代
で
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
柄
な
男
性
が
部
屋
の
中
を
歩
い
て
い
た
り
、
布
団
の
上
に
座
り
、

足
の
上
に
上
布
団
を
乗
せ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
方

は
、
い
つ
も
布
団
か
ら
離
れ
な
い
そ
う
で
す
。

浴
室
は
広
く
、
数
人
が
一
度
に
入
れ
ま
す
が
、
浴
槽
で
泳
い
だ

り
、
他
の
人
を
突
き
飛
ば
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
個
人

用
の
小
さ
な
浴
室
の
方
が
、
安
全
の
た
め
に
は
良
い
そ
う
で
す
。

棟
内
を
見
学
し
て
、
何
か
物
足
り
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
ど
こ
で
も
普
通
に
見
ら
れ
る
置
物
や
私
物
が
殆
ど
無
い
か
ら

で
し
た
。
物
を
投
げ
た
り
、
壊
し
た
り
す
る
方
も
お
ら
れ
る
た
め

に
安
全
上
の
措
置
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
入
所
者
の
方
々
も
大
変
で

す
が
、
世
話
を
さ
れ
る
職
員
の
方
々
も
大
変
な
御
苦
労
が
あ
る
と

想
像
出
来
ま
し
た
。

見
学
後
、
グ
ル
ー
プ
室
で
「
強
度
行
動
障
害
支
援
事
業
に
つ
い

て
」
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。

(1)
目

的
は
げ
し
い
行
動
障
害
の
状
態
を
示
す
利
用
者
に
対
し
て
、
個

別
支
援
計
画
に
基
づ
い
た
専
門
的
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
動
障
害
を
軽
減
し
、
安
定
し
た
生
活
の

実
現
を
図
る
。

(2)
対
象
者
入
所
者
の
中
で
、
厚
生
労
働
省
が
示
す
強
度
行
動
障
害
判
定

基
準
に
よ
り
、
２
０
点
以
上
の
利
用
者
４
人
を
選
出
し
、
関
係

市
町
村
が
強
度
行
動
障
害
者
特
別
支
援
加
算
の
申
請
を
認
め
た

者
で
あ
る
。

(3)
支
援
ス
タ
ッ
フ

精
神
科
医
１
名
、
心
理
担
当
ス
タ
ッ
フ
１
名
、
生
活
支
援
員

２
名
（
現
在
は
３
名
で
実
施
）

(4)
支
援
場
所

グ
ル
ー
プ
室
（
Ｇ
１
）
を
改
造
し
、
行
動
改
善
室
・
観
察
室

を
設
置
。
Ｇ
１
を
さ
ら
に
、
個
別
課
題
エ
リ
ア
・
プ
レ
イ
エ
リ

ア
・
フ
ー
ド
エ
リ
ア
に
分
け
、
ど
こ
で
何
を
す
る
か
を
わ
か
り

や
す
く
１
対
１
対
応
に
し
た
。

(5)
支
援
方
法

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
理
念
や
手
法
を
基
に
し
て
、

個
々
の
能
力
や
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
個
別
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
す
る
。

支
援
の
流
れ
と
し
て
は
、
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）
・
Ｄ
Ｏ
（
実

施
）
・
Ｓ
Ｅ
Ｅ
（
観
察
）
の
サ
イ
ク
ル
で
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
見
学
は
、
午
後
２
時
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
全
体
説
明
、
現

場
見
学
、
詳
細
説
明
、
質
疑
応
答
と
懇
切
丁
寧
に
対
応
し
て
い
た

だ
き
午
後
５
時
に
終
了
し
ま
し
た
。

お
世
話
し
て
い
た
だ
い
た
職
員
の
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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重症心身障害児・者介護人養成講座

●11月28日（日）10：30～ 吉田くすほみ先生（言語聴覚士）

13：30～ 藤井 建一先生（耳原総合病院 小児科医師）

◇◆◇◆ 会場：たかつガーデン ◆◇◆◇

●12月 4日（土）10：30～ 岸本 眞先生（理学療法士・河崎医療技術専門学校）

◇◆◇◆ 会場：早川記念会館 ◆◇◆◇

●12月 5日（日）10：30～ 岸本 眞先生（理学療法士・河崎医療技術専門学校）

◇◆◇◆ 会場：クレオ大阪南 ◆◇◆◇

ガイドヘルパー養成研修講座

●期間１０月末～１１月末

視覚課程、全身性課程、知的課程のガイドヘルパー養成研修講座

を開催します。

問い合わせ 支える会事務所 担当：成田

TEL 06－6624－2555 FAX 06－6624－2565

重症心身障害児・者

の介護にたずさわっておら

れる方、又、これからたずさ

わろうとしている方を対象と

しています。ふるって

ご参加下さい。

基 礎
コース ３日間

コース［ ］
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-第３回-

河川や海を汚すのは主にどこに原因があるか知っていますか？

工場から出る排水、生活排水が主なものです。最近は、工場排水については公害防止の為

厳しい管理が義務づけられていますが生活排水については規制もなく、水の使い放題流し

放題というのが現実です。

普段の生活で私達がどれだけ水を汚しているか、又その水を魚の棲める水にするにはど

れぐらいの新しい水が必要か。

※お風呂の浴槽を１杯３００ℓとして計算すると

■ お米のとぎ汁 ２００mlで 浴槽０．４杯分

■ ラーメンの汁 ２００mlで 浴槽 ３．３杯分

■ みそ汁 ２００mlで 浴槽 ４．７杯分

■ 天プラ油 ２００mlで 浴槽 １３２杯分

この様にたったこれだけの排水で魚が棲める状態になるには相当量の真水が必要になりま

す。それに年間１６４万ｔの合成洗剤、入浴剤やトイレの消臭剤に着色された水が下水へ

流れますと漂白剤を使わなければ再利用できない汚水となってしまいます。

水道水の７割は河川の水を原水としていますから河川の汚れは水道水にとって致命的です。

しかも上流が汚染されていると下流の住民は塩素が大量に入ったカルキ臭い水を飲まなけ

ればなりません。私達は未来の子供の為にこの悪循環を変えなければなりません。

それにはどうしたら良いか…。

家庭から出る水まで役所は管理できません。役所にできる事は下水処理場の汚水を大量の

塩素等で殺菌するしか方法はありません。

有用微生物は様々な有機物や化学薬品を分解しそれらをエサとして汚染から浄化へと導

いてくれます。米のとぎ汁はたいへん栄養価が高く有害菌のエサになると下水は悪臭のす

るヘドロ状態となります。各家庭で下水に排水する前に有用微生物を少量入れ、かきまぜ

て排水すると有機物を分解し、下水のヘドロと悪臭を取り除いてくれます。

１０軒に１軒の割合でもよいからこの作業をしてもらうと河川の浄化、海の浄化、魚介類

の大量発生へとつながっていきます。

現在、日本でもこの方法でたくさんの池や川、海がボランティアにより浄化されていま

す。ぜひ、皆さんでホタルの棲める川にする浄化運動を１人でできる事から始めて下さい。

次回は有用微生物を使った水の浄化の実例を紹介します。
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（現代国際巨匠絵画展）

入場無
料

後 援：

大阪市、大阪市社会福祉協議会、NHK厚生文化事業団近畿支局、

産経新聞大阪新聞厚生文化事業団、読売光と愛の事業団、

大 阪 府 重 症 心 身 障 害 児 ・ 者 を 支 え る 会 、
大 阪 市 重 症 心 身 障 害 児 ・ 者 を 支 え る 会

■ ご 挨 拶 ■

大阪市においては今日まで重症心身障害児施設がなく、親・家族を中心に

結成された「大阪府(市)重症心身障害児・者を支える会」を通じて大阪市に

強く要望してまいりました。その中で、「重症心身障害者援護施設の在り方

に関する検討会」が設けられ、地域生活を支援する拠点としての機能を備え、

必要とする医療的ケアを提供するなどの多様な機能を有する施設として、さ

らには、「生活感のある入所機能」をコンセプトとして目指すことを含めて、

今までにない大胆な構想を打ち出しました。生命と健康を守りながら重い障

害をもつ方へのサポートが、容易に「理念」通りに行うことができるとは思

いませんが、大きな目標を掲げ、それに取り組む勇気に私たちは心から賞賛

を贈りたいと思います。

この度、事業を引き受けて頂いた社会福祉法人南大阪療育園の大きな挑戦

に、微力ながらも一助になりたく、多くの有志と共に「重症心身障害児施設

建設支援のためのチャリティ絵画展」（現代国際巨匠絵画展）を開催するこ

ととなりました。株式会社アートフォレストの協力をいただき、ピカソ、シャ

ガールから現代作家までの名作を一同に展示し、心安らぐ芸術の鑑賞のひと

ときを多くの皆様と過ごす事ができればと考えております。絵画の販売収益

の一部を施設建設のための資金に活用させて頂きます。

ご多用のこととは存じますが、是非ご家族、お知り合いの方々お誘い合わ

せの上、お気軽にご来場いただきますよう御案内申し上げます。

重症心身障害児施設建設支援のためのチャリティ絵画展

「現代国際巨匠絵画展」実行委員会 実行委員長 成田 憲子

会 場：アポロホール
〒545-0052

大阪市阿倍野区阿倍野筋１丁目 きんえいアポロビル６Ｆ

主 催：

重症心身障害児施設建設支援のためのチャリティ

絵 画 展「 現 代 国 際巨 匠 絵 画展 」 実 行 委 員 会
〒545-0021

大阪市阿倍野区阪南町5-15-28 育徳コミュニティセンター2F

TEL 06-6624-2555 FAX 06-6624-2565

協 力：(株)アートフォレスト
TEL 03-3988-6479 FAX 03-3988-6878

―７―
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〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター内

TEL：06-6624-2555 FAX：06-6624-2565 担当：山村、池島

熱意のある方、車の運転がで
きる方、土日を中心に活動でき
る方、歓迎します！

※登録については履歴書と資
格証明書が必要です。

事業所：特定非営利活動法人
大阪重症心身障害児者を支える会

事業内容：身体介護 家事援助 移動支援 日常生活支援

（月曜日～日曜日 ０時～２４時）

受付時間：９時３０分～１７時３０分
※電話等による連絡は、活動時間外もお受けいたしております。（転送）

主たる活動地域：阿倍野区 平野区 東住吉区 住吉区 中央区

天王寺区 浪速区 城東区 住之江区

「支える会」事務局
〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８ 育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会 会長 鈴木 祥子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５ ＦＡＸ ０６－６６２４－２５６５

＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内
ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメールや掲示板にお寄せ下さい。

全国・各地へ

リンクあり！
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「
坂
口
厚
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働
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十
五
日
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害
者
が
地
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で
生

活
で
き
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よ
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ケ
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と

い
う
よ
う
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面
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…
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私
達
も
、
船
が
間
違
え
た
方
向
に
進
路
を
と
ら
な
い

よ
う
に
精
一
杯
オ
ー
ル
を
こ
ぎ
た
い
と
想
い
ま
す
。
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